
第 7 章 骨格道路網の設定 

7-1 道路交通軸の設定 

▼道路交通軸の設定 

道路交通軸として、拠点等の配置を踏まえて、４つの機能別に軸を設定した。 

⇒都市・生活拠点連携軸、産業軸、観光交流軸 

 

7-1-1 都市軸・生活拠点連携軸の設定 

１）都  市  軸：帯広圏の中枢機能を有する都心と、周辺３町とを連絡し、より円滑な都市活動を支える基幹的流動軸（４放射１環状） 

２）生活拠点連携軸：都市軸を補完し、生活拠点間を有機的にネットワークとして繋げ、多様な都市機能を享受可能とする補助軸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-1-1 都市軸・生活拠点連携軸の設定 



7-1-2 産業軸 

道央、釧路・オホーツク方面に向かう東西方向及び、旭川方面、とかち帯広空港や十勝港方面に向かう南北方向への広域的な流通、帯広圏における産業拠点間、農作物と食品加工を行う産業拠点への流通を支え、都市圏

における産業活動を支える軸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-1-2 帯広圏の産業軸 

 

273台/日

工

270台/日

261台/日

508台/日

　　　　輸送台数／日

　　100　　　　300　　　　500

　　　　 　　　：断面計の概数

※点線及び矢印は、主要ルートまでに想定されるルート等を表示

製糖工場

　　　　　輸送主要ルート

　　　　　　　　ＪＡ帯広川西
　　　　　　　　ＪＡ帯広大正
　　　　　　　　ＪＡ芽室
　　　　　　　　ＪＡ幕別町
　　　　　　　　ＪＡ札内
　　　　　　　　ＪＡ音更(含木野)

91台/日

485台/日

2,320台/日

帯広圏南側の
３村からの輸送

432台／日

600

100

＜入庫台数＞
期間全体　：111,400台、105万トン
ピーク期間：2,320台/日（10/19～11/20）
その他期間：820台/日（10/11～18、11/21～12/25）

＜帯広・芽室・幕別からの主要ルート＞
　・道道川西芽室音更線～西19線(広域農道)
　・帯広･広尾道(川西より南東側)
＜音更からの主要ルート＞
　・道道帯広新得線～芽室大橋(広域農道)

100

 集荷範囲は、帯広圏及び
 中札内、更別、忠類
 （帯広圏：重量比81%）

 受入期間：10/11～12/25

輸送ルートは、輸送業者に
市街地や学校付近を避けた
ルートとするよう指示して
おり、主としてこれらの
ルートを利用している。

都市計画区域

市街化区域

帯広新得線

150 Ｒ３８

西19線

広尾道

550

900



7-1-3 観光交流軸 

宿泊機能の高い都心、十勝川温泉・エコロジーパークのある観光拠点と都市内観光スポットなどを連絡し、道内他地域との交流、及びとかち帯広空港を利用する道外・海外観光客との交流を支え、十勝全域における周遊

観光促進を図る軸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-1-3 帯広圏の観光交流軸 

 



7-1-4 道路交通軸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-1-4 帯広圏総合都市交通体系の道路軸 



7-2 骨格道路網の考え方 

４放射１環状（４車線）

その他幹線道路

高速道路

骨格道路網の設定については、前回 MP

（H4）をベースに、今回の拠点配置を踏

まえ、各軸設定に基づき再設定を行って

いるものである。 

前回 MP においては、１環状４放射の

骨格道路網に加えて、帯広内環状線、外

環状線の幹線道路網の位置づけと、更な

る交通量増大に対応する帯広南外環状

線の位置づけを検討していくこととな

っていた。 

 
今回、将来フレーム見直しに伴い、未整備区間における適切な車線数の設定及びその他幹線

道路網の位置付けについても検討した。 

帯広圏域環状線、外環状線においては、その役割としては、前回ＭＰ策定時においては、都

心へ集中する自動車交通緩和のために、都心部を迂回可能な環状線として設定したものであ

る。今回の将来フレーム見直しにおいて、H37 年を想定した時の都心の役割は重要であり、人

口フレームも中心市街地活性化基本計画（平成 19 年認定）に併せて目標設定をしている。し

かしながら、前回ＭＰにおけるフレーム設定とは乖離が生じており、都心への交通集中の度

合いは低いものとなることが将来においても想定される。 

このことから、今回の道路網設定においては、帯広内環状及び外環状の位置付けはしないこ

ととしている。 

なお、これらの路線における交通量負荷量からの機能検証の結果においても 200 千台キロ前

後となっており、幹線機能もそれほど高くないことが確認される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｈ37
前回ＭＰ

Ｈ37
今回ＭＰ

車線数 4 2

交通量（台/日） 6,833 5,271

混雑度 0.24 0.55

旅行速度（km/h） 39.8 38.7

交通負荷量（千台キロ） 154 126

Ｈ37
前回ＭＰ

Ｈ37
今回ＭＰ

車線数 4 2

交通量（台/日） 11,864 10,393

混雑度 0.25 0.87

旅行速度（km/h） 39.3 34.3

交通負荷量（千台キロ） 225 216

Ｈ37
前回ＭＰ

Ｈ37
今回ＭＰ

車線数 4 2

交通量（台/日） 8,826 7,288

混雑度 0.31 0.76

旅行速度（km/h） 49.5 47.8

交通負荷量（千台キロ） 214 194

Ｈ37
前回ＭＰ

Ｈ37
今回ＭＰ

車線数 4 2

交通量（台/日） 8,421 6,052

混雑度 0.24 0.67

旅行速度（km/h） 39.8 38.8

交通負荷量（千台キロ） 279 150

Ｈ37
前回ＭＰ

Ｈ37
今回ＭＰ

車線数 4 2

交通量（台/日） 15,797 8,496

混雑度 0.33 0.71

旅行速度（km/h） 39.6 37.6

交通負荷量（千台キロ） 382 189

Ｈ37
前回ＭＰ

Ｈ37
今回ＭＰ

車線数 4 2

交通量（台/日） 12,526 8,502

混雑度 0.43 0.89

旅行速度（km/h） 39.2 36.1

交通負荷量（千台キロ） 119 63

432,257

437,131

462,611

350,000 370,000 390,000 410,000 430,000 450,000 470,000

ＭＰ（Ｈ37）

現状すう勢（Ｈ37）

現況（Ｈ17）

自動車トリップ数の比較

トリップ／日

（0.94）

（0.93）

（　）内はシナリオ1を1.0とした場合の比率

（1.00）

Ｈ4　前回ＭＰ Ｈ19　道路網ＭＰ（案）

圏域環状 全線４車線 ４車線（一部２車線）

弥生新道 ４車線 学園通以南２車線

大通（国道236号） ４車線 川西ＩＣ以南２車線

その他 共栄通 ４車線 白樺通～西16南6まで２車線

４放射１環状

骨格道路網設定については、将来配分結果に基づき、周辺道路網の影響等を考慮し、未整備区間の適切な車線数の検討を行い、以下のように設定した。 

図 7-2-1 未整備区間の車線数の検討結果（骨格幹線、幹線道路網） 

7-2-1 未整備区間の車線数の検討（骨格幹線及び幹線道路網について） 

・道東自動車道   ：本別 IC 以東は無料設定で全線２車線設定 

・帯広広尾自動車道 ：全線無料で全線２車線設定 

○交通量配分の設定条件（高速道路） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7-2-2 未整備区間の車線数の検討（その他幹線道路について） 

その他、今回の都市軸、産業軸、観光軸などの骨格幹線道路網としての位置付けのある路線以外にも、長期未着手等の課題を抱える区間についても検討を実施している。 

対象路線は東大通があげられる。これらの配分結果は以下に示すとおりであり、表 7-2-1 に示す設定条件としても量的検証として問題はないことを確認した。 

 

Ｈ37
前回ＭＰ

Ｈ37
今回ＭＰ

車線数 4 2

交通量（台／日） 5,202 3,987

混雑度 0.18 0.42

旅行速度（ｋｍ／ｈ） 39.9 39.3

交通負荷量（千台キロ） 29 30

【東大通】 

Ｈ４　前回ＭＰ Ｈ19　道路網ＭＰ（案）

東大通 全線4車線
国道38号～東4南13

まで2車線

表 7-2-1 東大通の配分条件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-2-2 未整備区間の車線数の検討結果（その他路線） 



7-3 公共交通軸の設定 

公共交通軸をその機能により、幹線軸・補助幹線軸・広域軸の３つに設定した。 

①幹線軸：帯広圏の中枢機能を有している都心における交通結節点（ＪＲ帯広駅・駅前バスターミナル）を中心に、各生活拠点を連絡し、都市活動を支える基幹的な軸 

②補助幹線軸：都市圏内の生活拠点間のうち交通流動の多い生活拠点間の都市活動を支える、補助的な軸 

③広域軸：幹線軸と連携した道内他地域との交流を支える軸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-3-1 帯広圏の公共交通の幹線・補助幹線・広域軸 
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